











































































































































































































































































































































統語関係 意味関係 例 被修飾名詞














［表出物］ つらい顔 つらい声 顔」「声」等、人間が表出するもの
［相対補充］彼女に会うのがつらい理由 理由」「合間」等
［その他］ つらいはず つらい限り はず」「限り」等
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４．まとめ
感情形容詞と被修飾名詞の意味的な関係を表１の７つに分類した。「うれしい悲鳴」
のような［表出物］は、「被修飾名詞が、感情の主体が感情形容詞で表される感情を持
っている時に、感情の主体から発せられるもの」という意味関係である。［表出物］は、
形容詞と被修飾名詞のむすびつきが慣用的ではあるものの、ひとつのタイプとして取り
出すことができるということを述べた。［表出物］に関しては、「怒った顔」「おびえた
目」のように感情動詞にも同様の関係の例が見られる。感情動詞の例については、今後
の課題としたい。
注
１ 本研究では、村上（2012）と同様に、「感情・感覚を表し得る形容詞」を「感情
形容詞」と呼ぶ。
２ BCCWJは、「生産実態（出版）サブコーパス」「流通実態（図書館）サブコーパ
ス」「非母集団サブコーパス（特定目的）」という３つのサブコーパスからなる約
１億語のコーパスである。本研究では、「生産実態（出版）サブコーパス」と
「流通実態（図書館）サブコーパス」のデータを使用する。検索は、コーパス検
索アプリケーション中納言を用いた。
『コーパス検索アプリケーション中納言』https://chunagon.ninjal.ac.jp/login
（2013.08.05参照）
３ 荒（1989）も、形容詞を「状態」を表す「状態形容詞」と「特性」を表す「質形
容詞」に分類し、「状態形容詞」が名詞を修飾する際は「質形容詞」に移行する
と述べている。「状態」とは、「あたえられた時間の断片のなかで生じる、アクチ
ュアルな現象をとらえていて、つねに特定の具体的な時間にしばられている」も
ので、「特性」とは「物にコンスタントにそなわっている、ポテンシャルな特徴」
であるという。「状態形容詞」と「質形容詞」は、感情形容詞と属性形容詞とは
異なる観点からの分類であるが、「状態形容詞」が連体用法では「質形容詞」に
移行するという指摘は、西尾（1972）と同様の現象を指摘していると見ることが
できる。
４ 寺村（1975）は、「補語の中にも、用言との縁の深さによって「第一次的」「第二
次的」と段階的に区別する必要があると考える」が、連体修飾の考察には「直接
関係がない」とし、名詞句に格助詞がついたものは、すべて補語として一括して
いる。また、「きのう」「朝」等の時の名詞は、格助詞なしで動詞と結びつくが、
補語とみなすとしている。本研究でも、時の名詞が被修飾名詞の例はウチの関係
と考える。
５ 感情形容詞は、非過去・言い切りの形では、第三者の感情を述べることができな
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いという人称制限があるために「その人は不安だ」は小説の地の文でない限り非
文であると判断される。しかし、ここで述べたいことは、「人」が「不安だ」と
格関係を持っているということであり、この点は問題がないと思われる。
６ なお、「～気がする」（例：さみしい気がする）は、畢（2010）では「感情の内容
指定のむすびつき」に分類されているが、「さみしい」と「気」が修飾関係にあ
るのではなく「～気がする」が「～と思う・感じる」という一つの句であると考
え、本研究では［内容］ではなく［その他］に分類をする。
７ 感じ」が被修飾名詞で［内容］になるのは（28）のように節による修飾の例だ
けであると考える。例えば、次の（イ）の例は、「予感」と言い替えられ、「ある
予感が嫌だという感情を引き起こす」と解釈することができるため、［対象］に
分類される。
(イ）しかし、今回次々と起きる予想外の事態は、すべて関連していた。そ
の事に対して私は「いやな感じ」はしていたものの、まだ重大な結果に
結びつくとまでは考えていなかったのである。
（勝谷誠彦『イラク生残記』)
８ BCCWJの「生産実態（出版）サブコーパス」と「流通実態（図書館）サブコー
パス」のコアデータと非コアデータ、固定長と化変長データを対象に、短単位検
索を行った結果である。総用例数は、34,165例。
９ 寺村（1975）でも、相対補充節を構成する名詞が、ウチの関係の被修飾名詞にも
なることが指摘されている。
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